
回 数 日 付 時 間 概         要 

第１回 
(終了) 

令和元年 
11/24(日) 

13:30～ 
 15:30 

基調講演 & 体験ブーススタンプラリー 
防災“も”まちづくりと大地震時の状況について学ぼう。 

第2回 
令和元年 

12/22(日) 
13:00～ 
 15:30 

まちあるき「赤松探偵団」 
赤松町周辺をクイズを解きながら楽しく歩き、新たな発見をしよう。 

第3回 
令和２年 

 1/26(日) 
13:30～    
 15:30 

教えるマップ作成 & グループ討議 
まちあるきで発見した、まちの良いところをまとめたマップを作成し、
課題は解決の方向性を考えてみよう。 

      ＜問合せ先＞ 茅ヶ崎市 都市部 都市政策課       
                        電    話 : 0467-82-1111 FAX:0467-57-8377 
                      E-mail : toshiseisaku@city.chigasaki.kanagawa.jp 
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小和田地区 防災“も”まちづくりニュース  
～第１回 防災×まちづくりワークショップ～ 

防災×まちづくりワークショップを開催‼ 

11月24日（日） 第１回 防災×まちづくりワークショップ プログラム 

《開催のあいさつ》 
 小和田地区まちぢから協議会 
  新倉 昭人 会長 
 
《基調講演》 
 テーマ 
  「地域から進める防災“も”まちづくり」 
 講演  
  東京大学 生産技術研究所 
   加藤 孝明 教授 
 
《アイスブレイク》 
 赤松町クイズ 

《地域の基礎データ》 
 小和田地区（赤松町・本宿町）の基礎データ 
 ①まちの変遷 
  赤松自治会 風岡 学 副会長 
 ②基礎データ 
  茅ヶ崎市 都市政策課 
 
《体験学習》 
 体験ブーススタンプラリー 
 
《閉会のあいさつ》 
 小和田地区まちぢから協議会 
 辻堂駅西口周辺まちづくり部会 
  小宮 宏文 会長 

《開会のあいさつ》 

小和田地区まちぢから協議会 
新倉会長 

 先日の台風19号では、相模川や小出川の水位が堤防ぎりぎりまで

上昇しました。茅ヶ崎市では、災害対策本部が設置され、多くの人が
避難しました。今回は大きな問題は起こりませんでしたが、今後はどのよ
うな被害があるか分かりません。地域の中には標高が高いところや低いと
ころがあり、どのような被害が出るか想像するのは難しいと思います。第
２回ワークショップではまちあるきも行いますので、ぜひ、まちの高低差も
意識しながら参加してもらいたいと思います。 

①VR体験 ②起震車体験 ③液状化実験 

④非常用トイレ ⑤ガス復帰操作体験 ⑥非常時の食事 

《閉会のあいさつ》 

防災×まちづくりワークショップ 今後の予定 

 
 

小和田地区まちぢから協議会 
辻堂駅西口周辺まちづくり部会 小宮会長 

参加者の声 

大規模地震発生時に密集市街
地で発生する火災の様子をVR
（バーチャルリアリティ）で体験し
ました。 

1923年の関東大震災に近い揺
れ（震度７）を体験し、揺れが
起こったときの対応を学びました。 

地震時に地盤が泥水のような状
態になる液状化のメカニズムを実
験を通して学びました。 

地震後はトイレが使えなくなる可
能性があります。非常用トイレの
必要性と自宅での使用方法を学
びました。 

震度５程度の地震が発生すると、
自動的にガスが止まるマイコンメー
ターの復帰操作方法を学びました。 

非常時に食べ物を備えていても、
食器が人数分・避難日数分ない
ことがあります。身近なもので食器
を作り、使ってみる体験をしました。 

 小和田地区まちぢから協議会の辻堂駅西口周辺まちづくり部会は、地
域住民の皆様の防災意識の啓発及び防災まちづくりに取り組むきっかけ
作りとして、茅ヶ崎市と全３回のワークショップをYU-ZUルームで実施する
こととなりました。このワークショップのために、今年の６月に「企画検討会」
を立ち上げ、これまで全10回の話し合いを実施し、準備を進めてきました。 
 第１回は、「防災“も”まちづくり」の基本的な考え方を、東京大学生産
技術研究所の加藤孝明教授の基調講演から学び、体験学習を通して
大地震時の身のまわりの状況をイメージするワークショップを実施しました。 

企画検討会の様子 

体験ブーススタンプラリー 当日の様子 

 このワークショップにこんな多くの方々に参加していただけるとは
思ってもいませんでした。どこかの番組ではありませんが、「ボーッと
生きてんじゃないよ」と言われないように、赤松町を防災の観点
から見直してみようというのが今回の目的でした。 
 第２回・第３回と続いていきますので、これからも是非皆さん
に参加していただきたいと思います。 

 これだけ身近な話題について情報をもらえるチャンスは少ないと思う。 
 地域の特性が分かりやすく説明され、その変化に見合った対応が必要と思った。 
 「非常時の食事」の容器から作るというのはいい体験でした。「液状化実験」では液状化していく様子
がよく分かりました。 



●取組みが常識となり、地域の 
  文化となることが究極の姿だ 
  と思います。 

《アイスブレイク》 
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《基調講演》 

・東京大学生産技術研究所 教授 /  東京大学社会科学研究所 特別教授 
・専門分野は、都市計画・まちづくり・地域安全システム学 

≪主な社会活動≫ 

・内閣府「ジェンダーと防災」有識者懇談会座長，「洪水･高潮氾濫からの大規模･広域避難検討WG」 

 国土交通省社会資本整備審議会都市マネジメント小委員会等，国，自治体の防災及び都市計画分野の委員を多数務める 

・神奈川県被害想定調査，横浜市，川崎市，茅ヶ崎市の避難場所の検討，茅ヶ崎市，綾瀬市，川崎市の防災まちづくり 

 茅ヶ崎市，藤沢市，海老名市の復興事前準備等に携わる 

・茅ヶ崎市都市計画審議会委員，綾瀬市都市計画審議会会長を務める 他多数 

 東京大学の加藤教授より「地域から進める防災“も”まちづくり」というテーマで、最近の災害の話や、防災
“も”まちづくりの考え方、進め方についてお話をいただきました。 

■最近の災害を振り返る 

■地域から始める防災“も”まちづくり ～地域での進め方～ 

■地域から始める防災“も”まちづくり 

《体験学習》 

《地域の基礎データ》 ～小和田地区（赤松町・本宿町）の基礎データ～ 

①まちの変遷 

●赤松町に関するクイズとして、地域の基   
  礎データから、全6問のクイズが参加者に 
  出題されました。 
 

●全問正解者には、YU-ZUルーム「カフェ 
  ポーノ」のお菓子詰め合わせが贈呈され 
  ました。 

②まちの基礎データ 

ブリコラージュ 
冷蔵庫を見て 
何を作るか考える 

エンジニアリング的 
レシピを準備して 

それに従って料理する 

ものづくりには２つの方法があります。 
それぞれ料理に例えると… 

①災害リスクの確実な理解 
 災害リスクを正確に理解し「安全・安心」ではなく「安全・ちょっと不
安」を目指すべきです。 

 
 地域と行政の役割を相互で理解し、対応できない部分は建設的に
議論を行う必要があります。 

 赤松自治会の風岡副会長から、小和田地区（赤松町・本宿町）のまちの移り変わりについて、

1957年以降の航空写真を参考に、お話をいただきました。 

航空写真で昔のまちを確認し、当時あった施設や道路など、まちの様子を学びました。 

 茅ヶ崎市都市政策課から、小和田地区（赤松町・本宿町）の人口特性や土地利用の現状などの

特徴、火災や建物倒壊、道路の閉塞など災害時の危険性について解説がありました。 

液状化危険度を見ると、小和田地区全体で液状
化の可能性があることが分かります。 

 YU-ZUルームの中に６つの体験ブースが設置され、大地震の状況をイメージすることを
目的に、体験学習を行いました。また、参加者にはスタンプカードが配付され、４つ以上
のブースを体験した参加者には景品が贈呈されました。体験ブースのほかには、家具転倒
防止金具や感震ブレーカーなどの具体的な対策の展示や、阪神淡路大震災の映像上映が行
われました。 

赤松町の人口は、平成30年に居住者の入居が開始されたシエリア
湘南辻堂の影響で増加しており、15～65歳の人口が増えています。 

■目指すべき究極の目標像 

●秋田県男鹿市の「なまはげ」 
  は子供たちを戒めるために、 
  事前に各家庭からヒアリング 
  を行い情報を入手しています。 

●年に一度、各家庭の暮らし 
  ぶりをヒアリングすることは、防 
  災の視点から見ても重要な 
  ことです。 

地域防災
の取組み 常識 文化 

●地域から始める防災“も”まちづくりは、どちらかとい 
  うと「ブリコラージュ型」であると言えます。 

●ただし、「ブリコラージュ型」には基本やツボを知らな 
  ければならないという前提があります。 

●地域にあるものはそれぞれ違うことから、それに合わ 
  せてまちづくりをしなければなりません。 

●エンジニアリング的な方法にあたるのは、他地域を 
  参考にするというやり方で、ときどきよそのレシピを参 
  考にすると「ブリコラージュ型」の幅が広がります。 

加藤 孝明 教授 プロフィール 

●大阪北部地震ではブロック塀の倒壊で人が亡くなりました。 
●約40年前にも同様の被害があり、日本社会はこの40年間で変 
  われなかったことを反省しなければなりません。 
●雨の降り方が変化しています。過去に被害がなかった地域でも被 
  害が出るかもしれません。 
●新潟県糸魚川市で火災があり、147棟の建物が燃えました。 
●小和田地区にはこれ以上のクラスター(火災が発生して消火しな 
  かった場合に燃え広がる範囲の建築群)が存在し、糸魚川市の 
   火災より多くの建物が燃える可能性があります。 

地 震 
 
 

水 害 
 

火 災 

②自助・共助・公助のあるべき姿の共有と建設的な議論の場の創出 

▶一つでも不足すると
対応不可！ 

▶臨機応変に 
    対応可能！！ 

～外してはならない３つのツボ～ 

③地域社会に埋め込むべきキーワードと必要とされるアプローチ 
 防災だけでなく総合的地域課題を考える「総合性」、自分達でやる
べき・やりたいと思う「内発性」、やりながら内容が膨らんでいく「自立発
展性」が重要です。 
⇒活動主体・内容の多様性の確保と地域組織の緩やかな連携が 
  「総合性」「内発性」「自立発展性」を下支えします。 
⇒市民が先に進み、行政が後追い的に支援する事が、本来必要な 
   アプローチです。 


